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１．学生数・教員数等
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人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健 教育 全体
出典：学校基本調査

※「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略

学士課程修了者の進学率の推移（分野別）
 修士進学率は全体として横ばいの傾向
 人文科学・社会科学系の修士進学率は他の分野と比較して低い
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※「教育」､「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略

出典：学校基本調査

修士課程修了者の進学率の推移（分野別）
 博士進学率は全体として減少傾向
 人文科学系の博士進学率は他の分野と比較して高く、社会科学系の博士進学率は工学系に次いで低い
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 人文科学系と社会科学系の修士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は、他の分野と比べて
低く、６割程度となっている

出典：（平成２５年まで）学校基本統計及び全国大学一覧より文部科学省作成
（平成２６年）「大学院における「第２次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成２８年２月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（平成２８年）「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成３０年３月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（平成３０年）「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（令和２年３月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞

※平成25年度以前と平成26年度以降のグラフは出典が異なる。

修士課程入学者充足率の推移（分野別）
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 博士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は全体的に低下傾向にあり、平成３０年度に
おいては人文科学・社会科学系の入学者定員充足率は５割を下回っている

※平成25年度以前と平成26年度以降のグラフは出典が異なる。

出典：（平成２５年まで）学校基本統計及び全国大学一覧より文部科学省作成
（平成２６年）「大学院における「第２次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成２８年２月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（平成２８年）「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成３０年３月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（平成３０年）「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（令和２年３月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
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専攻別大学院入学者数の分布（修士・博士前期）
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全体：3322専攻（国立：908専攻、公立： 299専攻、私立： 2115専攻）
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人文科学：577専攻（国立：64専攻、公立： 36専攻、私立： 477専攻）
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社会科学：628専攻（国立：87専攻、公立： 42専攻、私立： 499専攻）
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【出典】令和３年度文部科学省委託調査 「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（リベルタス・コンサルティング, 令和４年） 7
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理学：188専攻（国立：83専攻、公立： 18専攻、私立： 87専攻）
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社会科学：417専攻（国立：50専攻、公立： 25専攻、私立： 342専攻）
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人文科学：404専攻（国立：48専攻、公立： 18専攻、私立： 338専攻）

専攻別大学院入学者数の分布（博士後期）
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全体：2536専攻（国立：819専攻、公立： 212専攻、私立： 1505専攻）

【出典】令和３年度文部科学省委託調査 「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（リベルタス・コンサルティング, 令和４年） 8



人口100万人当たりの学士号取得者数の国際比較

出典：科学技術指標2021

 人文・社会科学分野における人口当たりの学士号取得者数は、諸外国と比較して大きな差はない

学士
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出典：科学技術指標2021

人口100万人当たりの修士号・博士号取得者数の国際比較

 人文・社会科学分野における人口当たりの修士号・博士号取得者数は、諸外国と比較して少ない

修士 博士
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大学本務教員数（令和元年度）

5,296
（23％）

5,004
（21％）

8,837
13,862

4,193

20,532

6,679

1,370
（6％）

1,721
（7％）

867

2,047

449

6,325

1,603

15,918
（70％）

16,934
（72％）

5,378

9,615

2,339

40,912

16,037

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

本務教員数（分野別）

私立

公立

国立

 本務教員全体に占める人文科学、社会科学分野の教員割合は約２５％
 人文科学、社会科学分野の本務教員は私立大学に多い（約７割）
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出典：令和元年度学校教員統計調査 11



大学本務教員数（令和元年度）

 人文科学、社会科学分野の本務教員は、他の分野に比べて年齢層が高い傾向にある
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大学兼務教員数（令和元年度）
 人文科学分野の兼務教員は、他の分野と比較して最も多い
 本務教員と同様に、人文科学、社会科学分野の兼務教員は私立大学に多い（約８割）
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大学兼務教員数（令和元年度）
 兼務教員は、本務教員に比べて、分野によらず年齢層が高い傾向にある
 特に理学・工学・農学分野では、65歳以上の兼務教員が多い
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出典：令和元年度学校教員統計調査 14



分野別研究者数
 大学の研究者数は自然科学系を主軸に増加傾向
 人文・社会科学系は私立大学を中心に増加傾向にあったものの、近年は横ばい、あるいは微減の傾向

※研究者：大学（短期大学を除く）の課程を修了した者（又はこれと同等以上の専門的知識を有する者）であり、特定の研究テーマをもって研究を行っている者で、
本務者（教員、博士課程在籍者、医局員、その他の研究員）もしくは兼務者を指す
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出典：文部科学省 科学技術・学術政策研究所、「科学技術指標2021」を基に加工・作成
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研究本務者の内訳（全分野）
 国立大学では教員数はほとんど増えず、博士課程在籍者が研究者数を押し上げている
 国立大学に比べて、公立大学及び私立大学では教員数が増加している

出典：文部科学省 科学技術・学術政策研究所、「科学技術指標2021」を基に加工・作成
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研究本務者の内訳
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出典：2020年（令和２年）科学技術研究調査

 研究本務者の教員については私立大学が占める割合が大きく、人文・社会科学においてより顕著
 博士課程在籍者及び医局員・その他の研究員については国立大学が占める割合が大きい

17



研究本務者の任期の有無
 人文・社会科学系の研究本務者は、自然科学系に比べて任期無しの割合が高い
 国立・公立・私立大学間において、任期の有無の割合については大きな差は見られない
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出典：2020年（令和２年）科学技術研究調査

※任期無し：任期無し研究者の定義は出典元に基づく。
※任期有り：研究本務者の教員及びその他の研究者のうち、任期無し研究者以外の者。 18
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【出典】 文部科学省 科学技術・学術政策研究所、「科学技術指標2021」を基に、大学振興課が加工・作成 19
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20【出典】 文部科学省 科学技術・学術政策研究所、「科学技術指標2021」を基に、大学振興課が加工・作成
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21【出典】 文部科学省 科学技術・学術政策研究所、「科学技術指標2021」を基に、大学振興課が加工・作成
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 大学院への外国人学生の受入れは、「工学」、「社会科学」、「その他」の分野で多くなっている。

【出典】 令和３年度学校基本調査

（人）
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大学院への専攻分野別の外国人学生の受入れ状況
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 近年、修士課程における外国人学生数及び外国人学生の割合は増加傾向にあり、令和2年の外国人
学生数は平成24年の約1.4倍である。

 分野では「社会科学」と「工学」の外国人学生数が多く、全体の約５割を占める。

23

修士課程に在籍する外国人学生数（分野別推移）

【出典】 学校基本調査
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外国人学生の割合

 近年、博士課程における外国人学生数及び外国人学生の割合は増加傾向にある。
 分野では「工学」の外国人学生数が多く、全体の約３割を占める。

24【出典】 学校基本調査

博士課程に在籍する外国人学生数（分野別推移）



２. キャリアパス
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 人文科学、社会科学分野の修士課程修了者の就職率は、他の分野に比べて低い傾向が続いている。
近年は緩やかな上昇傾向が見られていたが、R２年度は下落した。

※「教育」､「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略

※各年度は修了年度 出典：学校基本調査

修士課程修了者の就職率の推移（分野別）
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 人文科学、社会科学分野の博士課程修了者の就職率は、他の分野に比べて低い傾向が続いている。

※「教育」､「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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博士課程修了者の就職率の推移（分野別）
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※各年度は修了年度 27



人文科学系大学院生のキャリア形成状況

28

大学教員等

学士課程卒業者 83,041

進学者 3,553
（うち4名は就職者にも含む）
（進学率4.3%）

進学者 675
（うち15名は就職者にも含む）
（進学率17.2%）

博士
大学教員 147
（修了者の15.6%）
高専教員 １
短大教員 ４

修士
大学教員 24
（修了者の0.61%）
高専教員 ４
短大教員 ３

学士
大学教員 5
高専教員 12
短大教員 １

・進学者 10
（うち2名は就職者にも含む）
・留学者等 8
・その他 318
（うち進学準備中14,就職準備中80）
・不詳・死亡の者 144

・留学者等 45
・その他 1,126
（うち進学準備中67,就職準備中500）
・不詳・死亡の者 110

・留学者等 1,133
・その他 10,698
・不詳・死亡の者 793

海外大学 77

海外大学 825

博士課程卒業者 945（うち満期退学者472）

修士課程卒業者 3,927

【出典】令和３年度学校基本調査より作成（注）社会人学生の入学者数は記載されていない。満期退学者も便宜的に卒業者と見なしている。

大学教員、高専教員、短大教員を除く就職者数

博士 315
（修了者の33.3%）

修士 1,955
（修了者の49.8%）

学士 66,850
（修了者の80.5%）

※有期雇用労働者、
臨時労働者等を含む

大学等教員等以外の就職者等



 理工農・保健分野においては、修士課程修了後、技術者等として専門的職業に従事する者の割合が
高く、人社系分野においては販売・事務業務に従事する者の割合が高い。
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管理的職業従事者 大学教員 大学以外の教員

教員以外の専門職（科学研究者・技術者等） サービス職業従事者 販売・事務業務

その他の業務（運輸・通信、生産、保安等従事者）

※ 所定の単位を取得し、学位を取得せず退学した者（いわゆる満期退学者）の数を含む 出典：学校基本調査

修士課程修了後の就職先（分野別・職業別）
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家政

教育
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その他

管理的職業従事者 大学教員 大学以外の教員

教員以外の専門職（科学研究者・技術者等） サービス職業従事者 販売・事務業務

その他の業務（運輸・通信、生産、保安等従事者）

 理工農・保健分野においては、博士課程修了後、大学教員以外の専門的職業に従事する者の割合
が高く、人社系分野においては大学以外も含めて教員になる者の割合が高い。

※ 所定の単位を取得し、学位を取得せず退学した者（いわゆる満期退学者）の数を含む 出典：学校基本調査

博士課程修了後の就職先（分野別・職業別）
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大学教員（任期あり） 民間企業等（任期あり） その他（医師含む）（任期あり）
社会人入学者（現職継続） ポスドク その他
不詳 31

博士後期課程修了後の進路

【出典】令和３年度文部科学省委託調査 「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（リベルタス・コンサルティング, 令和４年）
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就職先・課程ごとの人文科学系の割合（令和３年度）

【出典】令和３年度学校基本調査より作成

•人文科学系の修士卒就職者は、平均と比べてその他の保健医療従事者や、その他の専門的・技術的職業従事者、大学以外の教員、事務従事者などに多い。
•博士卒就職者では、平均と比べてその他の専門的・技術的職業従事者や事務従事者、販売従事者、サービス職業従事者、大学以外の教員などに多い。
•大学教員に就職する割合は平均と比べて修士、博士ともにやや高い。
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就職者全体(1777)
研究者(13)

農林水産技術者(1)
製造技術者（開発）(3)

製造技術者（開発除く）(4)
建築・土木・測量技術者(8)
情報処理・通信技術者(110)

その他の技術者(9)
大学教員（短期大学含む）(27)

大学教員以外の教員(208)
医師,歯科医師,獣医師,薬剤師(1)

保健師,助産師,看護師(4)
医療技術者(18)

その他の保健医療従事者(77)
美術家,写真家,デザイナー,音楽家,舞台芸…
その他の専門的・技術的職業従事者(461)

管理的職業従事者(29)
事務従事者(460)
販売従事者(115)

サービス職業従事者(63)
保安職業従事者(3)
農林漁業従事者(3)
生産工程従事者(4)

輸送・機械運転従事者(2)
建設・採掘従事者(1)

運搬・清掃等従事者(0)
上記以外のもの(140)
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0% 5% 10% 15% 20% 25%

就職者全体(353)
研究者(68)

農林水産技術者(0)
製造技術者（開発）(0)

製造技術者（開発除く）(0)
建築・土木・測量技術者(0)
情報処理・通信技術者(4)

その他の技術者(3)
大学教員（短期大学を含む）(151)

大学教員以外の教員(22)
医師,歯科医師,獣医師,薬剤師(0)

保健師,助産師,看護師(0)
医療技術者(1)

その他の保健医療従事者(1)
美術家,写真家,デザイナー,音楽家,舞台…
その他の専門的・技術的職業従事者(44)

管理的職業従事者(2)
事務従事者(29)
販売従事者(3)

サービス職業従事者(3)
保安職業従事者(0)
農林漁業従事者(0)
生産工程従事者(0)

輸送・機械運転従事者(1)
建設・採掘従事者(0)

運搬・清掃等従事者(1)
上記以外のもの(19)
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職業別 全分野の修士課程修了就職者に占める人文科学系の割合（カッコ内は人数） 職業別 全分野の博士課程修了就職者に占める人文科学系の割合（カッコ内は人数）

全分野の修了者に占める人文科学系修了者の割合と、各職業に就職した全分野の修了者に占める人文科学系修了者の割合を比較。分野相対的に
人文科学系修了者の就職者数が多い職業、少ない職業を可視化。



【出典】令和３年度学校基本調査より作成
•社会科学系の修士卒就職者は、平均と比べて管理的職業従事者や保安職業従事者、事務従事者、その他の専門的・技術的職業従事者などに多い。
•博士卒就職者では、平均と比べて事務従事者や管理的職業従事者、販売従事者やその他の専門的・技術的職業従事者などに多い。
•大学教員に就職する割合は平均と比べて修士では低く、博士ではやや高い。
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その他の技術者(66)
大学教員（短期大学含む）(21)

大学教員以外の教員(50)
医師,歯科医師,獣医師,薬剤師(8)

保健師,助産師,看護師(13)
医療技術者(13)

その他の保健医療従事者(12)
美術家,写真家,デザイナー,音楽家,舞台芸術…
その他の専門的・技術的職業従事者(458)

管理的職業従事者(366)
事務従事者(1741)
販売従事者(329)

サービス職業従事者(139)
保安職業従事者(37)
農林漁業従事者(3)
生産工程従事者(7)

輸送・機械運転従事者(2)
建設・採掘従事者(3)

運搬・清掃等従事者(2)
上記以外のもの(312)
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就職者全体(494)
研究者(66)

農林水産技術者(0)
製造技術者（開発）(3)

製造技術者（開発除く）(0)
建築・土木・測量技術者(1)
情報処理・通信技術者(8)

その他の技術者(3)
大学教員（短期大学を含む）(208)

大学教員以外の教員(5)
医師,歯科医師,獣医師,薬剤師(1)

保健師,助産師,看護師(1)
医療技術者(0)

その他の保健医療従事者(0)
美術家,写真家,デザイナー,音楽家,舞台芸術家(0)

その他の専門的・技術的職業従事者(30)
管理的職業従事者(38)

事務従事者(85)
販売従事者(4)

サービス職業従事者(3)
保安職業従事者(1)
農林漁業従事者(0)
生産工程従事者(0)

輸送・機械運転従事者(0)
建設・採掘従事者(0)

運搬・清掃等従事者(0)
上記以外のもの(37)
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就職先・課程ごとの社会科学系の割合（令和３年度）

職業別 全分野の修士課程修了就職者に占める社会科学系の割合（カッコ内は人数） 職業別 全分野の博士課程修了就職者に占める社会科学系の割合（カッコ内は人数）

全分野の修了者に占める社会科学系修了者の割合と、各職業に就職した全分野の修了者に占める社会科学系修了者の割合を比較。分野相対的に
社会科学系修了者の就職者数が多い職業、少ない職業を可視化。



（補足）職業の具体例

大学教員：大学学長、大学副学長、大学教授、大学准教授、大学講師、大学助教、学部長、大学院教授、大学附属研究所教授、短期大学教
授、医師（大学教授）、医科大学教授、歯科大学教授、獣医科大学教授等。

大学教員以外の教員：
幼稚園・小学校・中学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校・高等専門学校・専修学校・各種学校・その他の教育施設において、幼児・児
童・生徒・学生の教育・養護に従事するもの。教育に従事する大学以外の学長・校長、部局長、少年院・少年鑑別所における教育従事者等。
※各種学校以外において、教養・レクリエーションなどのための指導に従事するものや個人教授所（塾）や個人家庭において学習指導に従事するもの、児童福祉施設において児
童の保育・生活指導などに従事するものは含まない。

その他の保健医療従事者：
専門的・技術的な医療・保健衛生の仕事に従事するもののうち、医師、歯科医師、獣医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、医療技術者以外の
もの。栄養士、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師、医療監視員、薬事監視員等。

その他の専門的・技術的職業従事者：
裁判官、司法書士、司法修習生、行政書士、公認会計士、税理士、宗教家、小説家、作家、著述家、記者、アナウンサー、編集者、社会福祉事業
専門員、職業スポーツ家、個人教師（塾講師）、通訳、図書館司書、学芸員、職業・教育カウンセラー等。

管理的職業従事者：
事業経営方針の決定・経営方針に基づく執行計画の樹立・作業の監督・統制など、経営体の全般又は課（課相当を含む）以上の内部組織の経営・
管理に従事するもの。公務員、議員、法人・団体役員、法人・団体管理職員等。

サービス職業従事者：
個人の家庭における家事サービス、介護・身の回り用務・調理・接客・娯楽など個人に対するサービス、及び他に分類されないサービスの仕事に従
事するもの。介護職員、歯科助手、理容師、飲食物調理従事者、接客職業従事者等。

保安職業従事者：
国家の防衛、社会・個人・財産の保護、法と秩序の維持などの仕事に従事するものをいう。自衛官、防衛大学校・防衛医科大学校学生、警察官、海
上保安官、看守、消防員等。

研究者：
公的研究機関、大学附属研究所又は企業の研究所・試験所・研究室などの試験・研究施設において、自然科学、人文・社会科学の分野の基礎的
又は応用的な学問上・技術上の問題を解明するため、新たな理論・学説の発見又は技術上の革新を目標とする専門的・科学的な仕事に従事するもの。
※研究所・試験所・研究室などの研究施設において、専ら試験・研究に関連する技能的な仕事に従事するものは除く。大学教授、大学附属研究所教授は教員に含む。

【出典】「令和３年度学校基本調査の手引き」及び「日本標準職業分類」より作成 34



学士 修士 博士 学士 修士 博士 学士 修士 博士 学士 修士 博士 学士 修士 博士

課程・分野ごとの就職先の割合

学位と就職者
割合が正に相関

修士において就職者割合が高い
（博士まで進学しなくとも就職できる等） その他

＜留意事項＞
 あくまでも傾向把握に向けた分析であり、精度や進学の優位性が必ずしも担保されたものではない
 「就職者」の数であり、「進学」を選んだ者はカウントされていない

 各分野・各課程ごとに、就職者の何パーセントがそれぞれの職業に就いているか、その割合を学士卒、
修士卒、博士卒で比較。

 以下はグラフの形状の分類と推察される進学に伴う就職動向の変化。

35

学位と就職者
割合が負に相関
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課程・分野ごとの就職先の割合（令和３年度）
【出典】令和３年度学校基本調査より作成

課
程
毎
の
全
就
職
者
に
占
め
る
各
職
業
の
割
合

(%
)

人文科学分野における就職者の職業別割合を比較すると、
• 博士卒において優勢な大学教員への就職に比べて、大学以外の教員への就職は修士卒が高い。
• 事務従事者や販売従事者、サービス職業従事者への就職割合は、学部卒から修士卒、博士卒になるに連れて減少。
• 情報処理・通信技術者への就職割合は、学部卒・修士卒に比べて、博士卒になると減少。 36
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社会科学分野における就職者の職業別割合を比較すると、
• 学部卒に比べて院卒の管理的職業従事者への就職割合が大きく増加。
• 販売従事者やサービス従事者、保安職業従事者等への就職割合は院卒になると減少。
• 事務従事者や情報処理・通信技術者への就職割合は、学部卒・修士卒に比べて、博士卒になると大きく減少。

【出典】令和３年度学校基本調査より作成
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（参考）課程・分野ごとの就職先の割合（令和３年度）
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【出典】令和３年度学校基本調査より作成
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• 社会科学分野は社会科学分野の修士卒・博士卒就職者に占める管理的職業従事者割合が他の分野に比して高い
• 理学、工学、農学分野では、課程が上がるにつれて同分野の就職者に占める管理的職業従事者割合が増加（学士＜修士＜博士）
• 社会科学（及び保険）分野では修士卒での割合が最も高く、続いて博士卒となり、学士卒が最も低い（学士＜博士＜修士）
• 人文科学分野でも修士卒での割合が最も高いが、学士卒よりも博士卒での割合が低い（博士＜学士＜修士）
• 他分野と比べ、人文科学分野での博士卒就職者に占める管理的職業従事者割合は低い（医者等への就職が多い保健分野を除く）

事業経営方針の決定・経営方針に基づく執行計画の樹立・作業の監督・統制など、経営体の全般又は課（課相当を含む）
以上の内部組織の経営・管理に従事するもの。公務員、議員、法人・団体役員、法人・団体管理職員等。
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【出典】令和３年度学校基本調査より作成

全体

人文科学

社会科学

理学

工学

農学

保健

就職者に占める管理的職業従事者の割合（令和３年度）
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就職者に占める公務産業（国家公務・地方公務）の割合（令和３年度）
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• 全分野で見ると、大学院への進学により就職者全体に占める公務産業への就職割合は低下するが、国家公務は横ばい（国家公務
よりも地方公務での大学院卒人材の就職割合が低い）。

• 社会科学分野では、課程が上がるにつれて同分野内での公務産業への就職割合が増加する傾向（特に国家公務）。
• 人文科学分野では、修士卒において公務産業（特に地方公務）への就職割合が高く、博士卒において最も低い。
• 理学・農学分野では、大学院進学によって公務産業への就職割合が減少。国家公務においては横ばい。
• 工学分野では、修士卒よりも博士卒分野での公務産業就職割合が高く、唯一Ｖ字を描いている。
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【出典】令和３年度学校基本調査より作成



研究したい課題や問
題意識があった

研究することに興味・
関心があった

自分自身の能力や
技能を高めることに関

心があった

大学教員や研究者に
なるために必須だった

フェローシップ等が得ら
れた

雇用先で勧められ
た、または雇用先で
学位が必要だった

修士号を取れば、良
い仕事や良い収入が
期待できるから

尊敬している先輩や、
目標となる人が進学

しているから

親や指導教授等から
進学をすすめられた

学生でいたかった、ま
たは学生という身分が

必要であった

人文 59.6% 69.4% 49.1% 21.0% 0.5% 3.3% 20.2% 11.1% 18.0% 15.1%

社会 43.7% 44.7% 61.4% 11.4% 1.7% 5.6% 32.2% 7.0% 13.7% 11.2%

理学 34.3% 66.8% 52.0% 11.3% 0.7% 1.5% 48.2% 7.8% 13.5% 18.2%

工学 25.2% 51.3% 54.6% 4.5% 0.5% 1.7% 61.2% 8.2% 18.4% 18.7%

農学 39.2% 70.2% 49.2% 7.9% 0.5% 2.0% 43.4% 7.3% 14.3% 21.0%

保健 38.1% 58.3% 57.2% 22.6% 0.4% 5.7% 35.5% 11.6% 14.3% 8.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

人文 社会 理学 工学 農学 保健

【出典】修士課程（6 年制学科を含む）在籍者を起点とした追跡調査(2020 年度修了（卒業）者及び修了(卒業)予定者に関する報告) NISTEP RESEARCH MATERIAL, No.310, 文部科学省 科学技術・学術政策研究所．41

修士課程への進学理由
① 人文科学系は社会科学系よりも研究そのものに対する関心が高く、理工農系よりも特定の課題や問題意識に照ら

して進学行動を取る割合が高い（専門分野へのこだわりが強い？）

② 人文科学系では大学教員を志向して進学する割合が高い（医者のキャリアパスが想定される保健を除く）

③ 人文科学・社会科学系ともに良い仕事や良い収入のインセンティブは高くないが、人文科学系では特に低い

①① ③②



研究したい課題や問
題意識があった

研究することに興味・
関心があった

自分自身の能力や
技能を高めることに関

心があった

大学教員や研究者に
なるために必須だった

フェローシップ等が得ら
れた

雇用先で勧められ
た、または雇用先で
学位が必要だった

博士号を取れば、良
い仕事や良い収入が
期待できるから

尊敬している先輩や、
目標となる人が進学

しているから

親や指導教授等から
進学をすすめられた

学生でいたかった、ま
たは学生という身分が

必要であった

人文 80.9% 79.9% 50.0% 57.8% 3.4% 1.6% 10.4% 13.3% 15.6% 9.3%

社会 78.6% 74.8% 49.8% 60.4% 1.5% 1.7% 18.3% 8.4% 14.6% 8.8%

理学 75.8% 84.6% 63.2% 42.6% 7.3% 2.0% 21.6% 11.2% 12.8% 8.0%

工学 65.0% 78.0% 70.5% 43.5% 6.3% 1.4% 30.3% 14.0% 18.2% 9.2%

農学 70.3% 84.1% 69.8% 42.0% 7.9% 2.0% 19.1% 15.1% 17.7% 5.8%

保健 67.5% 79.1% 63.5% 50.9% 2.1% 4.4% 27.0% 11.2% 17.2% 6.3%
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40%
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42【出典】修士課程（6 年制学科を含む）在籍者を起点とした追跡調査(2020 年度修了（卒業）者及び修了(卒業)予定者に関する報告) NISTEP RESEARCH MATERIAL, No.310, 文部科学省 科学技術・学術政策研究所．

博士課程への進学理由
① 修士課程進学とは異なり、博士課程進学では人文科学系に加えて社会科学系も特定の課題や問題意識に照らして

進学行動を取る割合が高い

② 一方、人文科学・社会科学系の博士進学理由では、自らの能力や技能を高めること（自己啓発）への関心が弱く、大
学教員・研究者を強く意識したものとなっている

③ 修士と同様、人文科学・社会科学系ともに良い仕事や収入のインセンティブは高くないが、人文科学系では特に低い

②① ③②

ｃ



博士課程進学ではなく就職を選択した理由

【出典】修士課程（6 年制学科を含む）在籍者を起点とした追跡調査(2020 年度修了（卒業）者及び修了(卒業)予定者に関する報告) NISTEP RESEARCH MATERIAL, No.310, 文部科学省 科学技術・学術政策研究所．

① 人文科学・社会科学系では「社会に出て仕事がしたい」や「生涯賃金のパフォーマンスが悪い」、「大学教員などの
仕事に魅力を感じない」を選んだ者が少ない（＝就職者であっても、修士課程修了者のアカデミア志向が強い）

② 人文科学系は社会科学系よりも「経済的な自立」や「生活の経済的見通しが立たない」を選ぶ者が多く、「修了後
の就職が心配である」を選ぶ者も多い

社会に出て仕事が
したい

経済的に自立した
い

大学より企業の研
究環境の方がよい

社会人入学制度を
利用すればいつでも
博士課程に進学で

きる

大学教員などの仕
事に魅力を感じない

研究室環境が好ま
しくない（競争が激
しい、ストレスが多
い、過酷等）

現在の成績では博
士課程への編入
学・進学は難しい

博士課程に進学す
ると生活の経済的
見通しが立たない

博士課程の進学の
コストに対して生涯
賃金などのパフォー
マンスが悪い

博士論文に値する
研究テーマが見つけ

られない

博士課程進学する
と修了後の就職が
心配である

人文 53.1% 73.6% 1.9% 1.9% 12.9% 10.5% 18.1% 51.8% 29.3% 20.3% 45.7%

社会 56.9% 66.7% 3.8% 3.8% 10.3% 6.9% 12.8% 32.3% 21.8% 17.0% 29.9%

理学 59.8% 69.2% 10.9% 10.9% 30.4% 20.4% 15.8% 44.3% 37.5% 17.1% 40.0%

工学 66.4% 69.1% 9.2% 9.2% 35.5% 19.3% 12.9% 39.5% 36.0% 17.7% 37.8%

農学 63.9% 70.1% 9.3% 9.3% 31.8% 21.0% 11.9% 45.9% 36.3% 13.6% 46.0%

保健 61.4% 67.0% 6.2% 6.2% 26.7% 17.3% 10.8% 31.3% 26.0% 12.0% 19.0%
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①① ② ① ② ②
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就職予定者の博士課程へ進学検討の有無

44【出典】修士課程（6 年制学科を含む）在籍者を起点とした追跡調査(2020 年度修了（卒業）者及び修了(卒業)予定者に関する報告) NISTEP RESEARCH MATERIAL, No.310, 文部科学省 科学技術・学術政策研究所．

 人文科学・社会科学系の修士卒求職者は、他の分野に比べて博士課程への進学を検討した割合が高い
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３. 学位取得までに要する期間
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修士課程卒業者の修業年限超過率（平成30年度）

 人文科学、社会科学分野の修士課程卒業者の修業年限超過率は約２割であり、他の分野と比較
して超過率が高い
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修士課程卒業者

最低修業年数卒業者 1年超過 2年超過 3年超過 4年超過

※「その他」には学科系統分類における「その他」の他、「教育」、「家政」、「芸術」、「商船」を含む。
※修士課程卒業者は、「その他（編入者）」を除いた値。 46出典：令和２年度学校基本調査



 人文科学、社会科学分野の博士課程卒業者（満期退学者を含む）の修業年限超過率は約８割で
あり、他の分野と比較して超過率が高い

博士課程卒業者の修業年限超過率（平成30年度）

※博士課程卒業者は満期退学者を含んだ値。
※「その他」には学科系統分類における「その他」の他、「教育」、「家政」、「芸術」、「商船」を含む。
※修士課程卒業者は、「その他（編入者）」を除いた値。
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出典：令和２年度学校基本調査 47



博士課程の標準修業年限超過割合（令和２年度実績）

48

0.1% 2.6% 1.8%
5.3%

1.3%
3.1%

0.6% 2.1%

10.2%
20.0%

52.1% 49.4% 57.8% 47.9%

31.3%
18.6% 24.3%

35.3%

89.7%
77.3%

46.1% 45.2% 40.9%
49.0%

68.8%
80.8% 75.7%

62.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健 家政 教育 美術 その他

標準修業年限より早期 標準修業年限 標準修業年限以上

 令和４年度に公表された最新の調査においても、人文科学・社会科学系の博士修了者の標準修業年限超過
割合は極めて高く、人文科学系においては約９割が標準修業年限を超過している

※長期履修制度の利用者を除いた値
【出典】令和３年度文部科学省委託調査 「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（リベルタス・コンサルティング, 令和４年）



海外の事例

【出典】Hasgall et al. 「SURVEY Doctoral education in Europe today: approaches and institutional structures」（2019, European University Association）

欧州諸国における博士課程
修了に要する年数は３.５～４.
５年が標準的となっている（全
分野）

また、１０年前と比較して博士
課程修了に要する年数は
「減った」とする機関が４３％
存在しており、「増えた」とす
る回答は１５％となっている

 米国の博士課程での博士

号取得までの平均年数は、

2020年において全分野で

は 5.8年となっており、

Psychology and social 

sciencesにおいては 6.0年、

Humanities and artsにおい

ては 6.8年となっている
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【出典】 Survey of Earned Doctorates（NSF）のデータ
を基に文部科学省が作成
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TOTAL(2,264)

3年未満(71)

3年以上4年未満(688)

4年以上5年未満(313)

5年以上6年未満(342)

6年以上(850)

博士課程在籍年数と雇用先（人社）

大学等 公的研究機関
民間企業 非営利団体（学校・行政等を含む）
個人事業主 その他・無所属

0% 25% 50% 75% 100%

TOTAL(14,597)

3年未満(635)

3年以上4年未満(5,441)

4年以上5年未満(4,326)

5年以上6年未満(1,939)

6年以上(2,256)

博士課程在籍年数と雇用先（全分野）

大学等 公的研究機関
民間企業 非営利団体（学校・行政等を含む）
個人事業主 その他・無所属

博士後期課程の在籍年数と就職先（課程修了1.5年後）の関係性

 博士課程在籍年数と修了
１.５年後の雇用先の関係
をグラフ化

 全分野で見ると、博士課
程在籍年数と雇用先との
関係性に明確な傾向は
見られない

 人文科学・社会科学系で
は、博士課程在籍年数に
よらず大学等に雇用され
ている割合が全分野平均
と比較して10ポイント程度
高い
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【出典】 科学技術・学術政策研究所「博士人材追跡調査」より、
2018年博士課程修了者の1.5年後の状況についてグラフ化
（※回答者数は数字は重みづけされた値）



博士後期課程の在籍年数と就職先（課程修了1.5年後）の関係性

 人文科学系では、標準修
業年限を超過するほど大
学等で雇用されている割
合がやや高い傾向

 社会科学系では、標準修
業年限を超過するほど大
学以外で雇用されている
割合が高い傾向

 在籍年数３年未満（早期
卒業者等）においては、
人文科学系では大学等で、
社会科系では大学以外で
雇用されている割合が高
い

0% 25% 50% 75% 100%

TOTAL(1,154)

3年未満(39)

3年以上4年未満(339)

4年以上5年未満(183)

5年以上6年未満(132)

6年以上(462)

博士課程在籍年数と雇用先（社会科学）

大学等 公的研究機関
民間企業 非営利団体（学校・行政等を含む）
個人事業主 その他・無所属
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TOTAL(1,111)

3年未満(32)

3年以上4年未満(349)

4年以上5年未満(130)

5年以上6年未満(210)

6年以上(388)

博士課程在籍年数と雇用先（人文科学）

大学等 公的研究機関
民間企業 非営利団体（学校・行政等を含む）
個人事業主 その他・無所属
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【出典】 科学技術・学術政策研究所「博士人材追跡調査」より、
2018年博士課程修了者の1.5年後の状況についてグラフ化
（※回答者数は数字は重みづけされた値）
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TOTAL(724)

3年未満(23)

3年以上4年未満(258)

4年以上5年未満(122)

5年以上6年未満(87)

6年以上(234)

博士課程在籍年数と大学等での雇用形態（社会科学）

ポスドク,特任教員,研究員等 講師(専任),教授,准教授 その他
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TOTAL(793)

3年未満(31)

3年以上4年未満(215)

4年以上5年未満(99)

5年以上6年未満(160)

6年以上(288)

博士課程在籍年数と大学等での雇用形態（人文科学）

ポスドク,特任教員,研究員等 講師(専任),教授,准教授 その他

博士後期課程の在籍年数と就職先（課程修了1.5年後）の関係性

【出典】 科学技術・学術政策研究所「博士人材追跡調査」より、2018年博士課程修了者の1.5年後の状況についてグラフ化（※回答者数は数字は重みづけされた値）

 博士課程在籍年数ごとに
修了者の大学等における
雇用の内訳（正規・非正
規）を分析

 人文科学系と社会科学系
では、ともに標準修業年
限を超過するにつれて、
ポスドク、研究員等として
の雇用（≒非正規雇用）
割合が高まる傾向

 在籍年数３年未満（早期
卒業者等）においては、ポ
スドク、研究員等が多い

■： ポスドク, 助教, 特任助教, 研究支
援者, 非常勤・委託講師, 特任教
授, 特任准教授, 研究員, 客員教
授, 客員准教授

■： 講師（専任）, 教授, 准教授
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ポスドク（任期制研究員、特別研究員等）
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研究支援者（研究助手等）

非常勤講師、嘱託講師
特任教授

特任准教授
研究員

客員教授・客員准教授等
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特任准教授
研究員

客員教授・客員准教授等
講師（専任）

教授
准教授

その他の医療関係従事者
その他

博士後期課程の在籍年数と就職先（課程修了1.5年後）の関係性
人文科学系

 大学等での職位ごとに、
雇用されている博士課
程修了者の博士課程
在籍年数の内訳を分
析

 人文科学系では非常
勤講師・委託講師とし
て雇用されている者が
多く、その約半数が博
士課程に６年以上在籍
した者

 人文科学系の講師（専
任）については、その
や約半数が博士課程
に３年以上４年未満在
籍した者

 社会科学系では講師
（専任）として雇用され
ている者が多く、その
約半数が博士課程に３
年以上４年未満在籍し
た者

社会科学系

53【出典】 科学技術・学術政策研究所「博士人材追跡調査」より、2018年博士課程修了者の1.5年後の状況についてグラフ化（※回答者数は数字は重みづけされた値）



４. 大学院教育・研究
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55
【出典】「修士課程（6 年制学科を含む）在籍者を起点とした追跡調査(2020年度修了（卒業）者及び修了(卒業)予定者に関する報告)」（文部科学省 科学技術・学術政策研究所）を基に作成

修士課程の満足度
 人文科学・社会科学系における修士課程在籍中の経験に対する満足度は、「キャリア開発支援」及び社会人学生からの

「人的ネットワーク」を除き、他の分野に比して高い傾向にある
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56【出典】「博士人材追跡調査」第2次報告書（文部科学省 科学技術・学術政策研究所,2018年）を基に作成

博士課程の満足度
 博士課程プログラム対する満足度は、人文科学・社会科学系と他の分野とで大きな差はない

 なお博士課程プログラムへの満足度は、全分野平均において課程学生（ストレート）が最も低く、社会人学
生、外国人学生の順に高くなる傾向
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大学院で履修した授業のうち履修して良かったと思う授業の割合

【出典】「博士課程修了者調査2011:我が国の博士課程における研究指導・教育に関する調査研究」（科学技術政策研究所, 2012年12月）

 大学院（修士・博士）の授業のうち履修して良かったと思う授業が６割以上を占めると回答した学生は３割
以下に留まる

 人文・社会科学系では他の分野と比べて履修して良かったと思う授業の割合が高い
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58【出典】修士課程（6 年制学科を含む）在籍者を起点とした追跡調査(2020 年度修了（卒業）者及び修了(卒業)予定者に関する報告) NISTEP RESEARCH MATERIAL, No.310, 文部科学省 科学技術・学術政策研究所．

修士課程進学を決めた時期（社会人経験なしの学生）
 人文科学・社会科学系では、他の分野と比較して修士課程への進学を決める時期が遅い。
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59【出典】「博士課程修了者調査2011:我が国の博士課程における研究指導・教育に関する調査研究」（科学技術政策研究所, 2012年12月）

博士論文のテーマについて指導教員と合意した時期
 人文・社会科学系では博士論文のテーマが決定する時期が他の分野に比較して遅く、人文系では

約４割が進学後１年以降となっている
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課程博士授与にあたっての条件

 人文科学・社会科学系では査読付き論文の本数について、課程博士の授与条件としている割合が少ない

60【出典】令和３年度文部科学省委託調査 「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（リベルタス・コンサルティング, 令和４年）



人文科学・社会科学系の研究教育特性
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 数字だけで見ると、人文科学・社会科学系の大学院生の研究時間は自然科学系よりも短い



※１年間における活動パターン別の日数と活動パターン別の標準的な１日における職務時間を乗じることで、年間の職務従事時間を集計
【出典】 文部科学省 「大学等におけるフルタイム換算データに関する調査報告書」（平成31年3月, 株式会社日経リサーチ）

62

教員の総職務時間の活動時間の組織の学問分野別内訳（平成29年度）

人文科学・社会科学系の研究教育特性
 数字だけで見ると、人文科学・社会科学系の教員の総活動時間は自然科学系よりも短い（ただし、一般の民

間企業よりも長い）
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【出典】 「2020年 労働時間等実態調査」（2020年9月,一般社団法人日本経済団体連合会）
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５. 組織的な取組
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大学院教育改革状況（体系的な大学院教育）

【出典】令和３年度文部科学省委託調査 「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（リベルタス・コンサルティング, 令和４年） 64
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★ は人文科学・社会科学系において他の分野（理学・工学・農学・保険）よりも取組割合が低いもの

 答申等で示されてきた大学院教育の改革方針について、人文科学・社会科学系では全般的に取組が進んでいない



大学院教育改革状況（教員の業績評価）
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 人文科学・社会科学系では理工系分野と比較して、教員の教育研究活動に対する業績評価が行われていない



雇用先の入職経路

66

 人文科学・社会科学系では、理工農系と比較して、大学院や指導教員からの紹介等による就職事例が少ない。

【出典】修士課程（6 年制学科を含む）在籍者を起点とした追跡調査(2020 年度修了（卒業）者及び修了(卒業)予定者に関する報告) NISTEP RESEARCH MATERIAL, No.310, 文部科学省 科学技術・学術政策研究所．

大学・大学院（指導
教員からの紹介等）

縁故（友人・知人等を
含む）

ハローワーク等の公的
機関

エージェント等の民間の
職業紹介機関（大
学・大学院を除く）

就職情報サイト・求人
用法専門誌・新聞・チ

ラシ等

機関・企業のホーム
ページ

機関・企業訪問 起業 その他

人文 12.1% 11.0% 1.1% 9.7% 40.6% 18.1% 0.7% 0.4% 6.4%

社会 9.4% 16.0% 3.0% 8.8% 32.5% 17.1% 3.4% 2.6% 7.2%

理学 20.8% 10.1% 0.5% 9.4% 36.9% 16.7% 2.5% 0.2% 3.0%

工学 32.5% 12.1% 0.5% 4.6% 26.8% 17.6% 3.2% 0.1% 2.6%

農学 19.5% 8.5% 0.4% 9.5% 36.0% 20.6% 2.1% 0.1% 3.3%

保健 24.9% 12.3% 1.0% 5.6% 29.3% 17.0% 5.1% 0.2% 4.6%
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大学院教育改革状況（組織的な就職支援）

【出典】令和３年度文部科学省委託調査 「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（リベルタス・コンサルティング, 令和４年） 67
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D：工学（n=1313） E：農学（n=287） F：保健（n=844）

 人文科学・社会科学系では民間企業とのマッチングや対話の機会の確保、若手の安定的な環境の整備等が低調



大学へのアンケート調査①
• 博士課程後期修了者を平成30年に30名程度以上輩出している国公私立大学115校に対して
アンケート調査を実施し、100校から回答を得た。

• 「産業界が博士人材に期待するニーズを把握しているか」という設問では、半数以上の
大学が「把握していない」と回答しているが、把握している大学においては、そうでな
い大学よりも産業界への就職率が高い傾向にある。

大学アンケート
（問2－1）

45
55

産業界が博士人材へ期待するニーズ

把握している 把握していない

(N = 100)
45%55%
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大学院教育改革状況（組織的な就職支援）

【出典】経済産業省 「産業界における博士人材の活躍実態調査 調査報告書（概要）」（中央教育審議会大学分科会大学院部会（第105回）, 令和４年）



大学へのアンケート調査②
• 産業界のニーズを把握していない理由としては、「産業界へ就職したい博士課程後期在
学生が少ないため」との回答が最多。

• 産業界のニーズを把握した場合の活用方法は、「博士課程在籍者に情報提供している」
「博士課程在籍者向けのカリキュラムに反映している」との回答が多い。

大学院教育改革状況（組織的な就職支援）

69【出典】経済産業省 「産業界における博士人材の活躍実態調査 調査報告書（概要）」（中央教育審議会大学分科会大学院部会（第105回）, 令和４年）
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